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序　1995年度版の刊行にあたり
明治大学博物館事務長熊野正也
　『明治大学博物館年報』という形で出版されるのが、本誌で2冊目である。
すなわち、従来は、刑事・商品・考古の3博物館の年報が別々に出版されてい
たものを、1冊にまとめて世に出して2年目ということになるのである。そも
そも、博物館年報とはそれぞれの博物館の年間に行われた事業、入館者数、日
誌抄その他特記事項などを留めた、いわば年間の記録帳であり、将来のそれぞ
れの館の歴史のもっとも基本となる資料なのである。
　ところが、この年報に対する各館の思惑がバラバラで、その形態もまちまち
であった。それを、前事務長の神崎彰利氏は一本化されたのである。これほど
利用する方にとってありがたいことはないのである。それはいうまでもなく利
用者にとっては、1冊で3館の年間事業を一目で見ることができるからである。
また一方館側にとっては予算的に節約ができ、かつその編集担当の人数も削減
することができるというまさに一石二鳥であったといえよう。
　2冊目の年報、すなわち1995年度の年報には、刑事博物館の新しい事業とし
て地方との共催による「江戸時代の延岡」展を開催したこと、商品陳列館は新
しく学芸員が配属されたことで、一部展示替えを行ったことなど、いくつかの
新しい博物館事業が加えられることになった。大学の博物館が、一般社会に目
をむけた具体的な現れといってよいであろう。
　さらに、博物館事務室が一般を対象とした「入門講座」の開講もそれに加え
ておかなければならないであろう。もっとも、この「入門講座」は、次年度の
本番へむけての試行であった。募集人員の定員は僅か30名である。この理由は、
博物館らしいサービスが可能な範囲にしようという発想から生まれたものであ
る。つまり、博物館サービスとは、博物館でなければできないことを、受講者
全員にしてあげられることといえるであろう。それでは博物館でなければでき
ないこととは、何かといえば、実物資料に触れられることである。従来講座と
いえば、話を聞き、そしてスライドを、ペーパー資料を見るというパターンが
一般的であり、もっとも定着した在り方である。
　私は、けっしてこれを否定しようとするものではない。むしろ、今後もこの
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パターンがずっとつづくものと思われる。しかし、博物館には、博物館でなけ
ればできないものがあり、それこそが博物館の特徴であるといえよう。
　博物館の講座の場合は、話を聞き、資料、スライドを見て、そして資料に触
れるという行為が伴うわけである。受講者自らが資料に触れ、観察し、発見を
する。これこそ博物館以外の機関では、絶対に真似のできない行為である。博
物館はこれを無視しては、それこそ博物館のもつ意義を放棄していることと等
しいのである。もちろん、博物館資料のなかには、触れて良いものと悪いもの
とがあり、その選別は学芸員が行うべきである。
　博物館はその発見の喜びの楽しさを教えることも使命の一つである。明治大
学博物館では、そのような入門講座を目指し、積極的に押し進める方針である。
今後、多くの方々のご意見をいただきながら、わが大学博物館のさらなる発展
を期していきたいと考えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（くまの　まさや）
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